
直径 1 の円に外接する正方形 ABCD 内に 4 分の 1 円

ABD が描かれている。図の斜線部分の面積を求めよ。 

 

 

（解）円 O と 4 分の 1 円 ABD の共有点を図のように，E，F と

する。 

△AEO の 3 辺は，AE＝1，EO＝
2

1
，OA=

2

1
である。 

∠EOF＝α，∠EAF＝βとおくと，余弦定理より 
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OAE であるから， 
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求める面積を Sとおくと，S=（扇形 OEF－△OEF）－（扇形 AEF－△AEF）である。 
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ここで， は
4

3
cos  を満たす鈍角（ラジアン）， は
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9
cos  を満たす鋭角（ラジアン） 

更に，  
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